
次
号
は
６
月
２５
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

ヨ
シ
の
根
拾
い
に
汗

守
山
署

瀬
戸
信
用
金
庫
大
森
支
店
に
感
謝
状
贈
る

二
城
学
区
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
寄
贈

名
古
屋
守
山
Ｌ
Ｃ
が
地
域
奉
仕
で

男
女
１
６
６
人
が
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
�

守
山
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
大
会

中志段味の自然を次世代に伝える会�が整備

                     

                     

　
▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
コ
ム

ク
」
さ
ん
の
投
稿
写
真
①

　
二
組
の
ホ
ソ
ミ
イ
ト
ト
ン

ボ
が
、
組
み
立
て
体
操
の
よ

う
に
し
て
整
然
と
踊
っ
て
い

る
場
面
に
出
合
い
ま
し
た
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
川
津
照
枝
さ
ん
＝
百
合

が
丘
＝
の
投
稿
写
真
②

　
自
宅
で
咲
い
た
ヤ
マ
ボ
ウ

シ
。
た
く
さ
ん
の
チ
ョ
ウ
が

集
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
な

た
が
日
常
生
活
で
と
ら
え
た

〝
身
近
な
ス
ク
ー
プ
〟
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
の
場
合
は
写

真
ほ
か
、
別
紙
に
①
住
所
②

氏
名
（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
も
）
③
電
話
番
号

④
写
真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
明
記
し
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三

五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「
紙
上
写
真
展
」
、
本
文

に
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー
タ

を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載

で
き
な
い
場

合
も
ご
ざ
い

ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
ご
了

承

く

だ

さ

い
。

感謝状を手に南谷支店長（左
は大貫さん、右は大矢署長）

カ
ル
ミ
ア
ー
ノ
の
農
園
別
荘
（
壁
画

を
一
連
の
空
間
装
飾
と
し
て
再
現
し

た
展
示
イ
メ
ー
ジ
）
写
真
提
供

：

Ａ

ｌ
ｔ
ｒ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｉ

男子（混合）ダブルスと
シングルス入賞の皆さん

女子ダブルス・レクピン
ポンの部入賞の皆さん

女子ダブルス・一般
の部入賞の皆さん

「
防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
」

の
プ
レ
ー
ト
を
手
に
小
田

会
長
（
右
）
と
田
中
会
長

「区グラウンド・ゴルフ
大会」上位入賞の皆さん

土の中の根を掘り起こして拾い集める参加者ら

　
◇
平
成
�
年
度
守
山
区
卓
球

大
会
（
五
月
十
五
日
、
守
山
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
第
１
競
技

場
）

　
▽
男
子
（
混
合
）
ダ
ブ
ル
ス

①
森
田
真
次
・
森
田
彰
浩
②
山

下
至
人
・
広
瀬
尊
③
五
十
嵐
勇

一
・
稲
葉
俊
樹
③
宮
治
康
弘
・

徳
増
隆
良

　
▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
一
般
の

部
①
山
下
直
子
・
柴
田
あ
か
り

②
佐
々
木
茂
子
・
金
子
菜
美
③

金
子
幹
代
・
宇
佐
見
景
子
③
大

久
保
治
子
・
大
久
保
歌
子

　
▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
レ
ク
ピ

ン
ポ
ン
の
部
①
槙
田
美
紗
子
・

河
合
光
江
②
大
谷
美
咲
・
川
本

久
美
子
③
佐
々
木
知
恵
・
松
田

知
佐
子

　
▽
シ
ン
グ
ル
ス
・
一
般
の
部

①
森
田
彰
浩
②
吉
田
末
広
③
岡

田
真
宏
③
森
田
真
次

　
▽
シ
ン
グ
ル
ス
・
マ
ス
タ
ー

ズ
の
部
①
柴
田
あ
か
り
②
徳
増

隆
良
③
内
田
秀
樹
③
広
瀬
尊

（
敬
称
略
）

　
守
山
警
察
署
（
大
矢
和
隆
署

長
）
＝
脇
田
町
＝
は
先
月
二
十

四
日
、
振
り
込
め
詐
欺
被
害
を

未
然
に
防
い
だ
と
し
て
瀬
戸
信

用
金
庫
大
森
支
店
＝
大
森
四
＝

へ
感
謝
状
を
贈
っ
た
。

　
先
月
十
三
日
の
午
前
十
時
ご

ろ
、
区
内
の
七
十
代
女
性
が

「
百
万
円
を
下
ろ
し
た
い
」
と

来
店
。
窓
口
で
対
応
し
た
大
貫

彩
織
さ
ん
�
�
が
使
い
道
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
「
リ
フ
ォ
ー
ム
代

金
で
、
き
ょ
う
業
者
が
取
り
に

く
る
」
と
答
え
た
と
い
う
。

　
気
に
な
っ
た
大
貫
さ
ん
は
上

司
と
相
談
。
再
度
女
性
か
ら
話

を
聞
き
、
同
署
へ
通
報
し
た
。

駆
け
付
け
た
署
員
の
聞
き
取
り

で
、
「
小
切
手
の
入
っ
た
か
ば

ん
を
盗
ま
れ
た
。
弁
償
し
な
く

て
は
」
な
ど
孫
を
か
た
っ
た
振

り
込
め
詐
欺
と
分
か
っ
た
。

　
ま
た
、
払
い
出
し
の
理
由
を

聞
か
れ
た
際
に
「
リ
フ
ォ
ー
ム

代
金
」
と
答
え
る
よ
う
指
示
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。

「
金
融
機
関
で
使
い
道
を
聞
か

れ
た
と
き
は
、
あ
り
の
ま
ま
を

話
し
て
ほ
し
い
」
と
同
署
。

　
四
月
下
旬
に
も
被
害
を
防

ぎ
、
ひ
と
月
で
二
回
目
と
な
る

感
謝
状
を
受
け
た
南

谷
明
男
支
店
長
�
�

は
「
気
付
く
と
い
う

対
応
を
、
し
っ
か
り

や
っ
て
く
れ
た
と
思

う
」
と
感
想
を
。
大

貫
さ
ん
は
「
被
害
が

発
生
し
な
い
よ
う
、

今
後
も
気
を
付
け
て

い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

　
は
じ
め
の
一
歩
―
。
中
志
段
味
の
諏
訪
神
社
北
、
湧
き
水
と

さ

い

ど

な
が
れ

希
少
な
生
き
物
が
残
る
「
才
井
戸
流
」
で
先
月
二
十
八
日
、
湿

地
の
あ
る
自
然
公
園
づ
く
り
に
向
け
た
作
業
が
行
わ
れ
、
地
域

住
民
や
環
境
団
体
の
メ
ン
バ
ー
ら
約
五
十
人
が
参
加
し
た
。

　
区
内
在
住
・
在
勤
の
愛
好
者

に
よ
る
「
守
山
区
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会
」
（
中
日
新
聞

社
後
援
）
が
先
月
二
十
二
日
、

三
菱
電
機
グ
ラ
ウ
ン
ド
＝
小
幡

中
二
＝
で
開
か
れ
た
。

　
三
十
―
九
十
代
の
男
女
百
六

十
六
人
が
参
加
し
、
七
月
の

「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
（
瑞
穂

区
）
」
出
場
者
選
考
も
兼
ね
て

行
わ
れ
た
も
の
。
汗
ば
む
よ
う

な
青
空
の
下
、
打
球
の
行
方
に

喜
ん
だ
り
悔
し
が
っ
た
り
す
る

光
景
が
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
開
会
式
で
は
、
柴
田
久

司
区
長
が
「
老
若
男
女
を
問
わ

な
い
ス
ポ
ー
ツ
。
こ
の
機
会
に

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
公
職
者
ら
の
試
打
式
も

催
さ
れ
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
に

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　
上
位
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
、
か
っ
こ
内
は
学
区

名
）
。

　
①
馬
場
靖
雄
（
天
子
田
）
②

潮
田
済
子
（
白
沢
）
③
黒
川
孝

（
志
段
味
東
）
④
春
日
井
淳
子

（
大
森
）
⑤
村
瀬
厳
（
白
沢
）

⑥
久
野
秀
雄
（
小
幡
）

　
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は

「
中
志
段
味
の
自
然
を
次
世
代

に
伝
え
る
会
」
（
松
原
宏
平
会

長
）
。
才
井
戸
流
の
自
然
を
保

全
・
回
復
し
よ
う
と
六
年
前
に

発
足
し
、
会
員
二
十
四
人
が
地

域
の
人
た
ち
と
協
力
し
な
が
ら

活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
こ
の
日
は
以
前
田
ん
ぼ
だ
っ

た
場
所
で
、
こ
と
し
三
月
に
刈

っ
た
ヨ
シ
の
根
を
掘
り
起
こ
し

て
拾
う
作
業
。
参
加
者
た
ち
は

ス
コ
ッ
プ
や
備
中
ぐ
わ
を
手
に

「
こ
れ
大
き
い
」
「
数
が
多
い

な
」
と
い
っ
た
声
を
上
げ
な
が

ら
、
汗
を
流
し
た
。

　
同
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
や

研
究
者
な
ど
と
と
も
に
「
才
井

戸
流
湧
水
自
然
公
園
」
（
仮

称
）
の
整
備
を
進
め
て
い
く
予

定
。
今
回
取
り
掛
か
っ
た
湿
地

づ
く
り
（
約
二
千
七
百
平
方

㍍
）
で
は
、
お
よ
そ
五
年
後
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
自
然

の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
同
会
事
務
局
代
表
の
深

田
仁
さ
ん
�
�
。
ま
た
同
会
で

は
、
月
一
回
（
土
曜
か
日
曜
の

半
日
）
作
業
に
参
加
し
て
く
れ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
深
田
さ

ん
＝
携
帯
０
８
０
―
６
９
６
８

―
２
３
２
７
＝
へ
。
　

　
名
古
屋
守
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
小
田
耕
司
会
長
）
は
、

二
城
学
区
連
絡
協
議
会
へ
防
犯

カ
メ
ラ
一
台
を
寄
贈
。
先
月
二

十
五
日
、
設
置
場
所
の
Ｊ
Ｒ
新

守
山
駅
＝
新
守
町
＝
駐
輪
場
前

で
贈
呈
式
が
開
か
れ
た
。

　
創
立
五
十
三
周
年
を
迎
え
た

同
ク
ラ
ブ
が
、
安
全
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
と
い
っ
た
地
域
へ
の

奉
仕
活
動
の
一
環
で
行
っ
た
も

の
。
式
に
は
会
員
や
住
民
を
は

じ
め
、
守
山
署
ほ
か
関
係
者
ら

約
五
十
人
が
参
加
し
た
。

　
小
田
会
長
は
「
小
さ
な
出
来

心
で
犯
罪
を
犯
し
て
し
ま
う
と

思
う
。
そ
う
し
た
人
の
一
生
を

台
無
し
に
し
な
い
よ
う
」
と
、

あ
い
さ
つ
で
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

の
目
的
を
説
明
。
ま
た
、
二
城

学
区
連
絡
協
議
会
の
田
中
克
明

会
長
へ
目
録
を
手
渡
し
た
。

　
そ
の
後
参
加
者
た
ち
は
、
駅

の
利
用
者
に
ワ
イ
ヤ
ー
錠
を
配

る
な
ど
し
て
、
自
転
車
の
〝
ツ

ー
ロ
ッ
ク
〟
を
呼
び
掛
け
た
。

寄
贈
を
受
け
た
田
中
会
長
は

「
犯
罪
の
抑
止
力
に
な
る
。
付

近
は
小
中
学
生
の
通
学
路
に
も

な
っ
て
い
る
の
で
、
あ
り
が
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
昨
年
、
守
山
署
管
内
に
十
あ

る
駅
で
は
九
十
六
台
の
自
転
車

が
盗
ま
れ
て
お
り
、
四
割
に
当

た
る
三
十
九
台
（
う
ち
二
十
二

台
が
無
施
錠
）
が
Ｊ
Ｒ
新
守
山

駅
だ
っ
た
。

　
恒
例
の
ビ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト

「
名
古
屋
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ

ス
ト
２
０
１
６
」
（
東
海
テ
レ

ビ
放
送
、
中
日
新
聞
社
な
ど
主

催
）
＝
写
真
＝
が
七
月
八
日

（
金
）
か
ら
二
十
四
日
（
日
）

ま
で
の
十
七
日
間
、
栄
の
久
屋

大
通
公
園
久
屋
広
場
・
エ
ン
ゼ

ル
広
場
で
開
か
れ
る
。

　
毎
年
秋
、
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
で
二
百
年
以
上
催
さ
れ
て

い
る
世
界
最
大
の
収
穫
祭
「
オ

ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
」
。
名

古
屋
で
は
六
回
目
の
開
催
と
な

り
、
昨
年
は
十
二
万
人
を
超
え

る
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　
ド
イ
ツ
の
醸
造
所
か
ら
直
送

さ
れ
た
新
鮮
な
ビ
ー
ル
や
ワ
イ

ン
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
が
味
わ

え
る
ほ
か
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら

来
日
し
た
楽
団
が
民
族
音
楽
を

奏
で
る
と
い
っ
た
本
場
の
雰
囲

気
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
。

　
入
場
無
料
、
飲
食
は
有
料
。

平
日
＝
午
後
三
時
―
同
九
時
、

土
日
祝
＝
午
前
十
一
時
―
午
後

九
時
。
問
い
合

わ
せ
は
東
海
テ

レ
ビ
放
送
事
業

部
＝
☎
（
９
５

４
）
１
１
０
７

（
平
日
、
午
前

十
時
―
午
後
六

時
）
＝
へ
。

◇
　
　
　
　
◇

　
日
伊
国
交
樹
立
百
五
十
周
年

を
記
念
し
た
「
世
界
遺
産
　
ポ

ン
ペ
イ
の
壁
画
展
」
（
中
日
新

聞
社
な
ど
主
催
）
が
七
月
二
十

三
日
（
土
）
か
ら
九
月
二
十
五

日
（
日
）
ま
で
、
名
古
屋
市
博

物
館
＝
瑞
穂
区
瑞
穂
通
一
＝
で

開
催
さ
れ
る
。

　
い
ま
か
ら
約
二
千
年
前
、
ベ

ズ
ビ
オ
火
山
の
噴
火
に
よ
り
、

時
代
を
そ
の
ま
ま
閉
じ
込
め
た

町
ポ
ン
ペ
イ
。
こ
の
悲
劇
は
一

方
で
、
古
代
ロ
ー
マ
時
代
の
豊

か
な
暮
ら
し
ぶ
り
を
現
代
に
伝

え
、
わ
れ
わ
れ
に
驚
き
と
感
動

を
与
え
て
く
れ
る
。

　
同
展
で
は
本
邦
初
公
開
を
含

む
壁
画
約
八
十
点
を
展
示
し
、

古
代
ロ
ー
マ
の
美
に
迫
る
。
ま

た
、
供
宴
が
毎
日
繰
り
広
げ
ら

れ
た
空
間
の
再
現
に
よ
る
立
体

お

う

か

展
示
も
行
わ
れ
、
人
生
を
謳
歌

し
た
当
時
の
人
々
の
生
活
を
追

体
験
で
き
る
。

　
午
前
九
時
半
―
午
後
五
時

（入
場
は
午
後
四
時
半
ま
で
）。

月
曜
・
第
四
火
曜
休
館
。
前
売

り
券
は
一
般
千
百
円
（
当
日
千

三
百
円
）
、
高
大
生
七
百
円

（
同
九
百
円
）
、
中
学
生
以
下

無
料
。
中
日
新
聞
販
売
店
や
主

要
コ
ン
ビ
ニ
で
販
売
中
。
二
枚

つ
づ
り
の
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
（
前

売
り
の
み
）
二
千
円
も
あ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
名
古
屋
市
博

物
館
＝
☎
（
８
５
３
）
２
６
５

５
＝
へ
。◇

　
　
　
　
◇

　
「
名
古
屋
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ

ェ
ス
ト
２
０
１
６
」
会
場
で
使

用
で
き
る
五
百
円
券
を
五
人
、

「
世
界
遺
産
　
ポ
ン
ペ
イ
の
壁

画
展
」
招
待
券
を
五
組
十
人
、

そ
れ
ぞ
れ
本
紙
読
者
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
お
近

く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
明

記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ

ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
オ
ク
ト
ー
バ

ー
フ
ェ
ス
ト
」
ま
た
は
「
ポ
ン

ペ
イ
展
」
ど
ち
ら
か
希
望
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。
締
め
切
り
は

十
五
日
（水
）必
着
。
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
。
賞
品
の
発
送

を
も
っ
て
発
表
に
代
え
ま
す
。
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